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性葡萄酸を基質としてワーノレプノレグプラスゴ内で 37.5 0C 2 時間反応した後， グノレタミン酸の生成量
は足高らの方法でまたオキザロ酢酸の消失量は Edson の方法に従って定量しアラニンの生成はペー
ノミークロマトグラムによって判定した。
人胎盤紋毛組織には GOT のほかそれぞれパリン， ロイ ν ン， イソロイ V ンーαーケトグソレターノレ酸
トランスアミナーゼが存在する口
E 人胎盤紋毛組織のGOTについて
酵素材料として人胎盤紋毛組織の細胞質可溶性分画 (105， 000x g , 60分)及びミトコンドリア分画
(5, 000""""13, 000 x g , 10 分)の音波処理液を用いアスパラギン酸及び αーケトグノレターノレ酸を基質と
して試験管内で 25 0C ， 10 分間反応した後，生成したオキザロ酢酸をアニリンークエン酸で焦性葡萄
、酸として Friedemann 法で測定，酵素液の N1mgあたりの生成オキザロ酢酸量によって酵素の活性
度を比較した。
-151 ー
人胎盤紋毛組織の細胞質可溶性分画 (GOTs と略)及びミトコンドリア分画 (GOTm と略)にはと
もにGOTが存在しそれぞれの至適 pH は 8--9 と 6 ，._， 9 であった。 GOTs 及びGOTm 活性はともに
妊娠初期で高く妊娠月数の経過とともに低下を示し，この傾向は特にGOTm において顕著であった。
また人胎盤紋毛組織細胞では GOTm が GOTs に比べて 2--3 倍の高活性を示した。重症晩期妊娠
中毒症や流産などの妊娠異常例では GOTs 活性には著差をみとめず， GOTm 活性のみが著しい低下
傾向を示した。
E 妊娠家兎肝臓，胎盤及び胎仔肝の GOT について
実験方法は人胎盤に同じ
妊娠家兎 GOTs 活性は一般に胎盤紋毛組織及び胎仔肝の GOTs 活性に比べて著明に高いがGOTm
活性は反対に母体肝より胎仔肝において高く胎盤紋毛組織では母体肝とほぼ同様の値を示したD なお
母体肝と胎盤械毛組織，胎仔肝それぞれにおける GOTs， GOTm 活性相互の関係は母体肝において
はGOTm 活性より GOTs 活性がまた胎盤紋毛組織と胎仔肝において GOTs 活性より GOTm 活性が
高く逆の関係を示した。
【総括〕




娠異常例においてもGOTm の活性低下が特異的であった口一方人胎盤紋毛組織ではGOTm が GOTs










あるが，著者は紋毛組織の抽出液を用いて，各アミノ酸と α ーケトグノレターノレ酸・オキザロ酢酸， 焦






GOTs と GTOmがisoenzyme として存在する可能性があるとしている。著者はヒト胎盤紋毛組織から





毛組織では N lmg あたりのGOTm 活性がGOTs 活性に比べて 2---3 倍の高値を示すとともに，家
兎胎盤紋毛組織及び胎仔肝についての実験においても同様の GOTm 高活性がみとめられることは興
味深い事実であって，家兎母体肝では反対に GOTs 活性が GOTm 活性に比べて著明に高いので，
このように幼弱組織の間にはそれぞれ酵素活性に却って逆の関係の存在することが明らかとなったの
である口
以上の如くこの論文では胎盤紋毛組織におけるトランスアミナーゼ特にGOTについて精細な実験
を行なったものであり，胎盤紋毛組織において最も重要な蛋白質アミノ酸代謝に関与する GOT を用
いての研究は胎盤被毛組織の生理的お上び病的の機能を知る上に貢献するところ多大であり産科的に
価値ある論文であると考えられる。
